
125円

63円
期末

2018年度
年間配当

見通し

62円

2018年度
中間配当

110円

63円

47円
中間

期末

2017年度
年間配当

60,890

24,297
85,187 84,985

65,652

19,333
88,632

69,087

19,5452018年度
第2四半期

5,059

2,865

▲1,550

2017年度
第2四半期

4,050

▲1,113

4,217

※3 投融資レバレッジとは、当社の投融資残高に対する資本と有利子負債の関係を示したもので、
上図「投融資に見合う有利子負債」÷「資本（含む格付資本）」（%）で計算しています。

※4 資本（含む格付資本）は、非支配持分を含む資本にハイブリッド社債・ローンによる調達額の50％を合算したものです。

※1 「当期純利益」は、「非支配持分を除く、当社の所有者に帰属する当期純利益」を表しています。 
 また、「資本」は、資本合計のうち、  「非支配持分を除く、当社の所有者に帰属する持分」を表しています。

※2 営業収益キャッシュ・フローは、資産負債の増減の影響を控除した営業キャッシュ・フローです。 
（連結純利益（非支配持分を含む）－減価償却費－投資活動関連損益－未配当の持分法損益－貸倒費用等－繰延税金）

当期純利益 キャッシュ・フロー

配当金 投融資レバレッジ

3,093億円

収益 79,432億円 総資産 166,137億円 資本 56,788億円

6,400億円

62円

125円

中間配当

年間配当

2018年度第2四半期
（累計）業績

その他の指標・数字

2018年度
通期見通し

当期
純利益

当期
純利益

配当金

配当金

2018年度第2四半期投資キャッシュ・フローの内訳

投融資レバレッジ

財務健全性と資本配分の基礎指標として「投融資レバレッジ」を設定し、適正水準を25～35％とします。
2018年度第2四半期末時点の投融資レバレッジは28%でしたが、今後の投資の進捗や利益剰余金の
積み上がりに応じて変動する見込みです。

主な新規・更新投資
・ 銅事業（⾦属グループ）
・ シェールガス事業（エネルギー事業グループ）
・ 豪州⽯炭事業（⾦属グループ）
・ コンビニエンスストア事業（生活産業グループ）

主な売却および回収
・ 豪州⽯炭事業（⾦属グループ）
・ 航空機リース事業（新産業⾦融事業グループ）
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2017年度
第2四半期

2018年度
第2四半期

2018年度
通期見通し 〈フリーキャッシュ・フロー〉

2017年3月末 2018年3月末 2018年9月末

3,093

+2,937 +1,315

6,400

2,540

■
■
■

営業収益キャッシュ・フロー
営業キャッシュ・フロー
投資キャッシュ・フロー

■
■

■投融資残高
資本（含む格付資本）

投融資に見合う有利子負債
投融資レバレッジ

40%

29% 28%

業績ハイライト（国際会計基準）

業績の詳細については、三菱商事ホームページに掲載しています。

https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/ir/library/earnings/fs2018.html 三菱商事　決算公表資料
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